
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

いきいきライフ応援コーナー 

作ってみませんか？ 

高齢社会の中で、図書館にも高齢者の生

活を応援するサービスの実施が求められて

います。しかし、高齢者が必要とする本は

多岐にわたり、図書館内でも複数の場所に

配置され利用しにくいのが現状です。 

館内にある本を集め、看板を設置するだ

けでも、使いやすく役立つコーナーができ

ます。図書館で高齢者の皆さんの役立つコ

ーナーを作ってみませんか。 

ステップ１：地域の現状を知る 

鳥取県立図書館 
平成28年11月 

ステップ２：棚の名前とコンセプトカラーを考えよう 

ステップ３：棚を確保する 

ステップ４：並べる資料を集める 

 図書館でサービスを始める前には、地域の現状や住民について知ることが大切です。役場の担当課に出向

いて相談し、高齢者人口やお住まいの地域、行政課題等について把握しましょう。 

 役場では担当者と必ず名刺交換し、棚を作るにあたっての協力をお願いしておきましょう。併せて、関連

するリーフレットやチラシをもらっておきましょう。 

 自治体の状況が把握できたら、棚のコンセプトを考え、コーナーの名前と色を考えましょう。 

例えば、健康を応援したい→「いきいき健康コーナー」。楽しい人生を応援する→「わくわくライフ応援コー

ナー」。ネーミング検討時に重要なことは、職員みんなでワイワイ議論して夢のある名前を付けること。ネー

ミングか決まれば、ぴったりの色も決め事務室内に大きく張り出して、他職員とも情報共有をしましょう。 

 棚を設置する場所を考えましょう。できるだけ目立つ場所で、使いやすい場所を確保しましょう。（作って

も目立たず利用者に知られないのは残念）ゆったりして、棚の前に椅子でもあればより良い。※本は図書館

にあるのを集めるのだから、必ずしも新しい棚を新設する必要はありません。各棚から本を抜いた隙間を集

めてスペースを確保しましょう。大活字本コーナーがあればその近くがいいかもしれません。 

  

 

老人福祉（369）や老人問題（367）の本だけでは十分ではありません。自由な発想で館内の本棚から本

を集めましょう。料理、ウォーキング、年金、健康、相続、介護など。難しいテーマに偏らず、楽しい本も

入れてバランスよく本を選ぶのが大切です。（※裏面の分類表と資料例を参考に）資料が足りない時には購入

しましょう。ただし、注文から購入までに時間がかるので早めに注文する必要があります。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分類 資料例 分類 資料例 

007 パソコン 72４ 水彩画、絵手紙、油絵 

159 幸福論・人生訓 740 写真、デジカメの取り方 

280 自分史の書き方 767 懐かしの名曲、童謡、唱歌、軍歌、寮歌 

324 遺言、相続、成年後見 77８ 懐かしの映画、往年の映画スター 

367 おひとりさま、高齢者、高齢化社会 783 グラウンドゴルフ・ゲートボール 

369 介護、介護保険、レクリエーション 78６ 山登り、ハイキング、サイクリング 

493 認知症、生活習慣病、がん、疾病 8３0 英会話 ※その他言語も 

498 健康法、ウォーキング、禁煙、体操 911 詩歌、俳句、川柳、短歌 

594 編み物、パッチワーク、手芸 914 高齢者が執筆したエッセイ 等 

596 料理・お菓子・コーヒー 913 名作小説、時代小説 

598 家庭の医学、家庭介護 絵本 懐かしの絵本、音読用絵本 

629 ガーデニング ＣＤ 録音図書、落語、演歌、JAZZ 

 

ステップ６：本を並べる 

ステップ５：本を分けて、キャプションをつくる 

ステップ７：広報の準備をしよう 

ステップ８：コーナーオープン＆運営していく 

 本を面展するためのスタンドを用意しましょう（なければ買いましょう）。本の魅力を伝えるのは「表紙」。

文字だけの背表紙だけでは魅力は伝わりにくいので、できるだけ面展をするように計画しましょう。 

本を詰め込み過ぎると手に取りにくくなってしまいます。少しゆったり目に本を置いて、表紙にイラスト

や写真が入っている本を面展して、賑やかなコーナーを作りましょう。 

  

  

 

 あつめた本を大まかなジャンルに分けましょう。例えば「健康」「仕事」「趣味」「セカンドライフ」など   

４～５テーマぐらい。集めたら、それに対応したキャプションをできるだけやわらかい言葉で考えましょう。

「健康にいきる」「心を癒やす」「まだまだ働く」「楽しく生きる」等。それができたら、各グループをもう少

し細かく分け、小さなグループをつくり細かなキャプションもつけましょう。 

  

 

 コーナーオープンの前には必ず広報の準備をしましょう。どんな小さなコーナーでもマスコミへの情報提

供をすること。ホームページを新設しサービスへの想いと写真を載せましょう。チラシも作成して高齢者施

設や公民館に手渡しましょう。町の広報や防災無線もうまく活用します。広報はやり過ぎと思うくらい宣伝

してもまだまだ足りません。作ったのに知られず使われないは残念。役場の担当部署への報告も忘れずに。 

社には 

  

 

 コーナーをオープンする際には、関係者を招いてテープカットをしてみましょう。マスコミに取材しても

らえる可能性が高くなります。オープンにあわせて関係する講演会やイベントを開催してもいいでしょう。 

 オープン後は、常にコーナーに手を入れましょう。新しい本を購入して棚の新鮮さをキープします。音読

教室や役場と連携した健康講座などのイベントを開催して、新しい利用者をどんどん獲得していきましょう。 

 

【参考】分類と資料例 


